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1.事業の概況 
 
当財団第６期（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）の事業の概況は以下の 

通り。 
保全事業は、旧米蔵・旧炭小屋の屋根庇ならびに土壁に生じた大きな亀裂、ケラバの 

損傷の修理工事に着手した。工程が進むうち、白蟻被害が建物内部に広がっていること 
が判明した。当会理事、監事の現場視察を行い、京都府文化財保護課担当者、工事請負 
業者から、建物の損傷の状況、それに伴う工事の必要性などの説明を行った。また、文 
化庁の視察を経て、平成２９年度への工事延長と工事拡大を行うこととなった。 
公開事業について、例年通り継承保存ならびに公開を行った。 

従来通り、年中行事の公開を当財団会員に対して行うと同時に、一般対象として、年中 
行事の特別一般公開ならびに月１度の一般見学日、『体験型文化講座』（外部講師を指 
導者とする文化講座。金継ぎなど、京町衆の暮らしの近くにある事柄にスポットをあて 
た内容。）を設けて定期的な公開を行った。 
 今年度新規の公開事業として『京町家の日常風景』を開始した。これにより、公開事 
業収入の増収をみた。 
また、ホームページ・出版物・新聞・テレビなどを通じて公開に努めた。建物の公開 

にあたっては、入場者の立ち入り範囲を制限するなど、建物への負荷や展示道具類の保 
護を充分に配慮しつつ、当財団主催による端午の節句展、祇園会屏風飾り展を実施した。 
完全予約制の『一般見学コース』は、建造物と京商家の暮らしについて詳しく解説し、

参加者から好評を得た。 
教育機関に対し、大学との事業連携と公開講座への協力を行ったほか、地元小学校・ 

大学・海外の大学のゼミの学外授業への協力、小・中学校の研修旅行のテーマ学習への 
協力などを積極的に行った。当住宅の存続意義の周知は国際的な広がりをみせている。 
以上のように公開事業を積極的に行うことで、広く町家保存の理解を深めると同時に、 
建物の維持保存に始要な財源の確保に努めた。 
会員組織については、新規会員の募集、既存会員への継続勧奨など、会員組織の拡充 

に取り組んだ。京都の伝統建築遺構ならびに町衆文化の維持保存と伝承に努める当財団 
の活動に対する関心、支援は年々裾野を広げている。特に学校法人の会員継続による連 
携事業への取り組みは、当財団にとって意義あるものである。会員組織の拡充になお一 
層の努力を続けたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１－ 



 
平成２８年度（第６期自平成２８年４月１日～至平成２９年３月３１日） 

事業報告書 
 
祇園祭山鉾町最大規模の町家遺構である杉本家住宅とその環境を保存・公開し、商家独特の諸行事の 
継承・保存・公開を行い、併せて町人文化を研究・調査し、もって地域の伝統文化の振興及び学術文化の 
発展に寄与することを目的とする（定款第３条）当財団の設立主旨に基づき、平成２８年度は以下の事業 
を行った。 

 
事業（定款第４条） 
１．杉本家住宅及び庭園の保存・公開 
２．杉本家伝来の調度類及び什器の保存・公開 
３．商家独特の諸行事及びその関連諸行事の継承・保存・公開 
４．これらの資料に基づく町家遺構と町人文化の調査・研究の報告書等の作成及び刊行 
５．その他、目的を達成するために必要な事業 

 
定款に基づく上記の事業について、以下５つの区分をもって事業活動を行うものとする。 
（１）保全 

１）改修・修理・修繕・整備[資料１] 
２）自動火災報知装置の点検（年２回）８月２２日・２月２４日 
  消火器の点検（年１回）５月９日 
３）庭園管理 植木剪定、薬剤散布、寒肥え 

５月２３日、６月２９日・３０日、７月１０日、１０月４日、１２月１３日・２６日、 
１月２３日・２６日、２月２０ 

   ４）大掃除ならびに建造物点検 ６月１８日 
 
（２）継承保存 

１）年中行事―正月・節分・彼岸会・すす払い（６月・１２月）・建具替えなど 
２）祇園祭『伯牙山お飾り所（店の間）』ならびに関連諸行事 

６月２６日ちまき準備、７月２日くじ順報告寄り合い、７月１４～１７日お飾り所 
３）宿場入り『奈良屋創業記念日床飾り』・『祝い膳』８月５日 
４）報恩講『仏壇荘厳』１１月２６日 

 
（３）公開 

１）杉本家住宅の一般公開[資料２] 
①一般への公開―毎月（年中行事公開事業開催月を除く）第１土曜・事前予約制 
②関係諸機関ならびに教育機関などの見学依頼への対応＊海外からの見学者含む 

２）奈良屋創業期資料の展観（常設―奈良屋看板、古文書類等） 
３）年中行事の公開[資料３] 
  ①春の特別一般公開『端午の節句』展 会員・一般公開 ４月２９日～５月４日 

②夏の特別一般公開『祇園会屏風飾り』展 会員・一般公開 ７月１４～１６日 
③祇園祭お飾り所（一般公開）７月１４～１６日 
④秋の特別一般公開『婚礼衣装』展 会員・一般公開 １０月２８～１１月６日 
⑤春の特別一般公開『上司の節句 雛飾り』展 ３月３日～１９日 

４）出版物等に対する資料等の公開[資料４] 
５）他主催による催事などへの会場提供[資料５] 
６）事業連携先主催の催事への会場提供[資料６] 

 
（４）調査研究 

１）建造物ならびに古文書類・伝来調度類の調査及び研究の報告書等の作成及び刊行[資料７] 
２）防災対策に係る調査・研究及び検討 

 
（５）会員組織[資料８] 

１）維持会員の募集 
２）会員対象の杉本家住宅の見学[資料９] 
３）受取寄附金［資料１０］ 
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【庶務事項】 
 
１．理事会 
 
  第１３回理事会 
   平成２８年６月２０日（月）午後２時 当住宅座敷 

会議の結果―無異議承認 
    第１号議案 平成２７年度第５期事業報告案の件 
    第２号議案 平成２７年度第５期収支決算案の件 
    第３号議案 第６回評議員会開催案の承認の件 
          議案 
           第１号議案 議事録署名人選任の件 

第２号議案 平成２７年度第５期事業報告案の件 
           第３号議案 平成２７年度第５期決算報告案の件 
          報告事項 
           平成２８年度事業計画ならびに収支予算について 
 

第１４回理事会 
   平成２９年３月２７日（水）午後４時 当住宅座敷 

会議の結果―無異議承認 
   第１号議案 平成２９年度第７期事業計画案の件 

    第２号議案 平成２９年度第７期収支予算案の件 
 
 
 
２．評議員会 
 
  第６回評議員会 
   平成２８年６月２９日（水）午後２時 当住宅座敷 

会議の結果―無異議承認 
    第１号議案 議事録署名人選任の件 

第２号議案 平成２７年度第５期事業報告案の件 
    第３号議案 平成２７年度第５期決算報告案のの件 
    報告事項 
    平成２８年度事業計画ならびに収支予算について 
 
 
 
 
 

以上 
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資料１ 改修・修理・修繕・整備 
 １．杉本家住宅附旧米蔵及び附高塀保存修理 
    ※赤文字は、作事流れ 

※第Ⅰ期工事（平成２８年度分）は、平成２９年６月３０日終了の為、 
平成２８年度事業報告分として記載。 

   １）平成２８年度 重要文化財（建造物）杉本家住宅附旧米蔵及び附高塀保存修理 
      委託先：京都府 
      委託料：１４,０００,０００円 
      委託期間：平成２８年１１月１日～平成２９年３月３１日 
      委託契約日：平成２９年１１月１日 
       工事前事前下見・打ち合わせ：平成２８年１１月１０月 
       工事着工：平成２９年１月１１日 

平成２９年１月１９日 仮設休憩所等設置 
               ２４日～仮設足場設置 
             ２月 ３日 米蔵既存瓦調査 
                ７日～１４日 米蔵既存瓦降し、屋根下地調査 
               １０日 土壁現状調査 
               １５日～２３日 土壁こそげ 

 ※左官業者より荒壁から修復の為、平成２９年１２月 
まで工期延長の必要提言。 

                ※米蔵北東野地板に生体の白蟻存在確認。こけた板を 
                 落として後、調査の必要あり。 

※旧米蔵の柱・桁が複数腐食し、柱は構造材として機 
能していない状況により、被害箇所の部材取り替え 
を決定。 

               ２５日～３月２５日まで、当方雛飾り展の為、土埃発生 
の工事は無し。 

国庫補助金請求日：平成２９年２月２８日 金３,１４０,０００円 
      国庫補助事業翌債手続き：平成２９年２月２８日 
      国庫補助交付申請：平成２９年３月１日 
             ３月６日～米蔵北東屋根補修部解体撤去、補修箇所材木加工 
       ＊文化庁調査官による視察：平成２９年３月７日 
                ※米蔵は部分補修困難と判断。南棟は柱取り替え。 

北棟は軒桁腐食部分補修し、垂木・小舞を補修の後 
野地板の張替えし補修。 

       ＊当理事会開催に合わせ、役員の現場視察：平成２９年３月２７日 
※理事会にいて、米蔵まわりの湿気対策について意見 
あり、対応工事を行うことに決定。 

      国庫補助金翌債負担承認：平成２９年３月３０日 
      国庫補助金実績報告：平成２９年４月１０日 
      事業計画変更申請：平成２９年４月１０日 
       申請内容…旧米蔵の解体工事を進めて行く中で、当初の想定よりも部材の 

損傷が激しく、修理方針を再検討する必要が出てきた為、工事 
延長を行う。工事完了は、平成２９年６月３０日予定。 

      国庫補助金納入日：平成２９年３月２９日 金３,１４０,０００円 
             ４月１９日～解体前調査 
               ２４日～蔵解体・搬出 
             ５月 １日～解体材調査・補修・木材加工 
                ６日～土間工事、雨水枡設置・配管工事 
               １７日 墨出し 

２５日～建方、木材搬入 
             ６月３０日 第１期工事終了 

―４― 



   ２）平成２９年度 重要文化財（建造物）杉本家住宅附旧米蔵及び附高塀保存修理 
      事業計画変更申請：平成２９年４月１０日 
       申請内容…杉本家住宅旧米蔵について、現在事業を実施中であるが、工事 
            を進めて行く中で、当初想定より、著しく劣化している箇所が 

多数発見された。工事方法を根本から見直し、対処する必要が 
生じた為、工事内容を追加変更し、全体工事の延長を行う。 
工事完了は、平成３０年３月３１日。 
（工事費として金２０,０００,０００円増） 

      国庫補助交付申請：平成２９年４月１７日 金１６,０００,０００円 
 
２．平成２８年度京都府文化財保存費補助金交付事業 
   重要文化財（建造物）杉本家文化財緊急活用事業 
   「杉本家住宅案内システム構築業務」補助金額 金３８５,０００円 

 
 
 
資料２ 杉本家住宅の一般参観 
①毎月（年中行事公開事業開催月を除く）第１土曜・事前予約制 定員２０名 
 

 

 
②関係諸機関ならびに教育機関などの見学依頼への対応＊海外からの外国人見学者含む 

 ４月  大丸友の会２２名、ＪＴＢ１６名             計 ３８名 
５月  ＪＲ東海ツアーズ１２名、京都市立芸術大学１４３名    計１５５名 

 ６月  ＪＲ東海ツアーズ４０名、東京藝術大学美術学部６０名 
     京都造形芸術大学通信教育部学外スクーリング１２名    計１１２名 
 ７月  ＪＲ東海ツアーズ１８名                 計 １８名 
８月  立命館大学１２名                    計 １２名 

 ９月  九州産業大学工学部４３名、セカンドライフ２３名 
     京都女子大学クラス会１８名               計 ８４名 
１０月  京都芸術大学１０名、京都女子大学公開講座８０名 
     京都造形芸術大学通信教育部学外スクーリング９名 
     大丸友の会１４名                    計１１３名 
１１月  東武トップツアーズ２１名 
     若狭サミット兵庫県建築士協会３０名 
     京都造形芸術大学通信教育部学外スクーリング１３名    計 ６４名 
１２月  日通旅行９名、ＪＴＢツアーズ３０名 

京都女子高等学校公開講座８０名             計１１９名 
 １月  大丸友の会１５名、京都工芸繊維大学１６名        計 ３１名 
 ２月  女子美術大学３２名 
     京都女子大学公開講座５０名               計 ８２名 
                                合計８２８名 
 

―５― 

開催日 参加人数 合計 
午前の部  

４月２日 ２４ ２４ 
６月４日 ２７ ２７ 
９月３日 １４ １４ 

１０月１日 １９ １９ 
１１月５日 ２３ ２３ 
１２月３日 ２４ ２４ 
３月４日 ２１ ２１ 

合計 １５２ 



③「一般公開 京町家の日常風景」（２８年度９月より新規事業として開始） 
ならびに 特別一般公開 
月 月別のテーマ 日程 月別合計数 
９月 菊・重陽そして名月 ２、３、９、１０、 

１６～１９、２２～２５ 
２４６ 

１０月 明治２８年婚儀の婚礼衣装＊１ １、１４、１５ ９４ 
１１月 真宗の家の大事な法要 報恩講 １８、１９ ８６ 
１２月 こと始め、商家の正月準備 ２、３、９、１０ 

１６、１７、２３、２４ 
２１２ 

１月 初公開 円山応挙 筆 軸 日出若松 正
月飾り 

１０、１１ ５０ 

２月 節分 ３、４ １０５ 
３月 お雛飾り＊２ ２９、３０、３１ ５９ 

合計 ８５２ 
＊１「婚礼衣装」、＊２「お雛飾り」は所蔵美術品を展示する特別一般公開です。 
 
 
 
 
資料３ 年中行事の公開（①～⑤） 

 
＊１－店の間公開は、伯牙山保存会に対して。同保存会では入場者数のカウントは無し。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―６― 

期間 催事名 来訪者数 
4月29日 『小笠原流武家礼法について』 21 
4月 29～5月 4日 会員・一般公開 『端午の節句』展 692 
7月 1～7月 10日 一般公開 祇園祭 前祭 194 
7月14〜16日 会員・一般公開 『祇園会 屏風飾り』展 3467 
7月 21～24日 一般公開 祇園祭 後祭 520 
7月 14〜16日 伯牙山お飾り所 店の間一般公開 ＊１― 

10月 28～11月 6日 会員・一般公開『婚礼衣装』展 297 
3月 3～19日 会員・一般公開『上巳の節句 雛飾り』展 800 

        合計 5991 



資料４ 出版物等に対する資料等の公開 
 
【書籍・雑誌】 
週刊現代「京都ぎらい」話題「洛中人の京都」（講談社） 
外観１点、座敷１点、座敷庭１点、格子の間１点、八畳の間１点 

 NHK きょうの料理テキスト１０月号 料理背景など 
 NHKE テレ「みそ玉で簡単！毎日のおかず」料理背景など 
 
 
【新聞】 
平成 28 年 6 月 25 日  京都新聞 朝刊  京都市長鼎談撮影１点 
平成 28 年 7 月 18 日  毎日新聞 朝刊  おくどさん１点 
平成 28 年 7 月 15 日  京都新聞 朝刊  未草八曲屏風 1 点 
平成 28 年 10 月 29 日  京都新聞 朝刊 婚礼衣装１点 
平成 28 年 10 月 30 日  読売新聞 朝刊  婚礼衣装展 
平成 29 年 1 月 9 日   毎日新聞 朝刊 対談「米團治 粋な噺で行きましょう」座敷 
平成 29 年 3 月 14 日  京都新聞 夕刊  お雛飾り展 
平成２９年１月１２日 京都新聞夕刊「町家の味ごよみ 京ごはん献立帖」 

１年間連載開始 
 
【その他】 
シティリビング京都 7 月１日号 屏風飾り 1 点 
TOKK7 月号（フィールド） 屏風飾り 1 点 
立命館大学向けホームページアカデミック京都ウォッチング（JTB 西日本）外観１点 
見学用冊子（兵庫県建築士会神戸支部）外観 1 点、仏間庭 1 点、走り庭１点、座敷１点 
大松友の会会報誌「JOYCLASS」夏号（大丸友の会） 
屏風飾り１点、店の間飾り 1 点、外観１点、座敷床の間１点、おくどさん１点 

大丸友の会会報誌「JOYCLASS」秋号（大丸友の会） 
人物背景屏風１点、格子の間１点、秋草図屏風１点、庭１点、おくどさん１点 

大丸友の会会報誌「JOYCLASS」冬号（大丸友の会） 
  人物背景座敷床の間正月飾り１点 正月飾り１点 
 
 
【テレビ】 

NHK「きょうの料理」特集 杉本節子の町家で楽しむ京ごはん 
平成 28 年 10 月 10 日～12 日放送 外観 1 点、歳中覚え 1 点 

BS プレミアム「京都 名門の宴〜樹木希林の仕出し巡り」(再)  
平成 28 年 11 月 5 日放送 

E テレ「先人たちの底力 知恵泉」(再)平成 29 年 1 月 2 日放送 

 

 
資料５ 他主催による催事などへの会場提供  
① 杉本会煎茶稽古会場 ４/１１、５/９、６/１３、９/１２、１０/３、１１/１４、 

１２/５、３/２０ 
② 謡講第５１回 声で描く能の世界―京の町家でうたいを楽しむ 

京都の伝統『謡講と町家』３月４日（土）第１部午後２時・第２部午後５時 
主催：洛謡社、協賛：檜書店、佐々木能衣装、𠮷川印刷工業所、十松屋福井扇舗 

③ 金継ぎ教室 
3/22  4/19  5/24  6/30  6/2  8/23  9/20  10/18  11/22  12/15   1/13  2/21  3/28 

 
 
 
 
 
 
 
 



資料６ 事業連携先主催の催事への会場提供 
 学校法人京都女子学園との連携事業 

連携公開講座 １０月１８日（京都女子大学卒業生対象 定員５０名） 
 講師：杉本 歌子『京の町家と暮らし』 
 講師：出井 豊二氏（京都女子大学生活デザイン研究所副所長・特任教授） 

『京都・町家の老舗―歴史的看板見て歩き―』 
連携公開講座 １２月１２日（京都女子高等学校 定員５０名） 
 講師：杉本 歌子『年末年始 杉本家のお正月風景』 
講師：通崎 睦美氏（マリンバ奏者） 

『着る悦び～アンティーク着物の世界』 
連携公開講座 ２月２５日 
『女性が学ぶ京の町家文化』（一般対象・応募制定員５０名） 
講師：杉本 節子『京町家に伝わる和食の文化―江戸期の料理本と町衆の食事―』 

 講師：吉澤 健吉氏（京都産業大学文化学部教授） 
『１００歳まで生きた～山田恵諦天台座主の思い出～』  

 
 
資料７ 建造物ならびに古文書類・伝来調度類の調査及び研究の報告書等の作成及び刊行 
 
 １．今年度は、古文書研究会の開催は無し。 
  報告書・寄稿などについては、以下。 

・鈴木敦子（当会古文書研究会）寄稿 
   『まほら』特集『熊野』P,４０～４１ 

「旅立つ新八少年のふるさと粥見」 
平成２９年１月１日発行 発行元：旅の文化研究所 

 
２．立命館「未来（あす）の京都 歴史文化遺産プラットフォーム」事業 

４K 歴史遺産アーカイブ事業「重要文化財杉本家住宅の歳時記（仮）」撮影収録の 
完了。京商家・町家に備わる防火防災設備をはじめ暮らしの文化と建造物との関わ 
りを超高画質４K カメラで収録。平成２６年度に始められた収録は２８年度中にす 
べてを完了した。映像素材は、今後、明日の京都文化遺産プラットフォームで編集 
されたものが公の場で公開される他、撮影収録協力の MBS 京都プロジェクト室、 
大日本印刷の事業でも使用される。 
当会としては、２９年度の事業としてブルーレイ DVD を作成しリリース予定。 

 
 
資料８ 会員組織  
１）２８年度 新入会員数 

年度 
 

賛助会員 
特別会員(法人会

員) 
正会員 年度合計 

２８     ０       ０     ３４     ３４ 

 
2）２８年度 継続会員数 

 賛助会員 
特別会員（法人会

員） 
正会員 年度合計 

合計 ３ ８ ２８４ ２９５ 

                       
２７年度新規入会 ＊敬称略、左から右へ入会順  
 
 正会員（３４名） 
  赤崎茂樹 木畑美香 岡山佳嗣 有島敏夫 中川郁子 池川真由美 秋尾沙戸子 

小西佳美 中野隆雄 多田安子 荒木めぐみ 廣瀬多津子 小林孝夫 村谷陽子 
田中洋子 有川美津子 北條亨 金森直美 冨田美穂 齊藤一誠 塩本知久 
小川雅士 石川光子 山本哲也 開本亮 伊能正郎 吉村章 亀井勝利 
伊能万知子 古城昌義 山本尚三 稲葉悦子 弦間順子 藤川豊 



資料９ 会員対象の杉本家住宅の見学 ※平常時 
 
  ４月２０名     ５月 ４名      ６月１２名     ７月 ０名 
  ８月 ０名     ９月 ０名     １０月 ３名    １１月５３名 
 １２月 ０名     １月 ０名      ２月 ０名     ３月 ０名 
                                 合計９２名 
 
資料１０ 受取寄附金 
 ２８年度寄附金納入者一覧（寄附金１口５，０００円）＊敬称略。左から右へ入金順 

宮﨑忠芳(40 口) 渡邉洋(2 口) 田中洋子(2 口) 村谷陽子(2 口) 荒木めぐみ(2 口)  
髙崎和子（6 口）冨田美穂(1 口) 山本哲也(1 口) 石川光子(2 口) 上野金太郎(10 口)  
数山篤子(2 口) 村井眞知子(2 口) 森みえこ(2 口) 片方信也(1 口) 今野弘子(2 口) 
小町和義(1 口) 国定美佐子(3 口) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―８― 



 

４．監査報告書 

 公益財団法人奈良屋記念杉本家保存会 

代表理事 杉本千代子 殿 

平成 ２９年  月  日 

 

監事 知原 信行  印 

監事 小長谷 敦子 印 

 

監査報告書 

 

わたくしたち監事は、平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの第６期事業年度の 

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果につき以下の通り報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

 

わたくしたち監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の 

整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人などからその 

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決済書類等を閲覧し、 

業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき当該事業年度に係る財務諸表 

及びその附属明細書について検討いたしました。 

   さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る財務諸表 

（貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録）及びその附属明細書について検討いたし 

ました。 

 

２．監査の結果 

（１）財務諸表等の監査結果 

   一 財務諸表及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、財団の状況を正しく示して 

いるものと認めます。 

 二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実 

は認められません。 

（２）財務諸表及びその附属明細書の監査結果 

    財務諸表及びその附属明細書は、財団の財産及び正味財産の増減状況をすべての重要 

な点において適正に表示しているものと認めます。 

 

 

 

 

 

 

 

－９－ 


